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役
場
業
務
の
休
み

役
場
業
務
と
次
の
施
設
は
、
盆
休
み

の
た
め
次
の
と
お
り
休
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

☆
役
場
　
8
月
日
日
・
1
5
日

住
民
課
、
課
税
係
、
納
税
係
、

住
宅
係
、
水
道
謀
の
窓
口
業
務
は

通
常
ど
お
り
行
な
い
ま
す
。

☆
机
山
荘
・
身
障
者
セ
ン
タ
ー

8

月

1

3

日

～

8

月

1

6

日

し
尿
・
ご
み
収
集

盆
休
み
0
0
月
1
4
日
・
1
5
田

8
月
1
4
日
と
1
5
日
は
、
し
尿
汲
取
り

と
ご
み
収
集
業
者
の
盆
休
み
で
す
。
し

尿
汲
取
と
ご
み
収
集
は
、
全
町
行
な
い

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

☆
盆
休
み
中
、
便
槽
が
一
杯
に
な
る
と

思
わ
れ
る
家
庭
は
、
臨
時
汲
取
り
を

い
た
し
ま
す
。
8
月
8
日
ま
で
に
役

場
衛
生
係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
盆
休
み
中
は
、
ご
み
を
収
集
場
に
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

町　の　人　口

（59年6月末現在）

人　口　　29，468人

男　　14，369人

妄　15，099人

世帯数　　　9，477世帯

（6月の異動）

人
人
4　4
3　1
生
亡

転　入167人　　　出

転　出174人　　　死
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∴バ∴＼十．、・㌦∴十
慮蹄みんなで心がけようゴミ減らし増敵

み
な
さ
ん
、
私
達
の
生
活
に
密
着
し
て
い
て
案
外
と
無

関
心
な
の
が
ゴ
ミ
の
問
題
で
す
。
も
し
、
ゴ
ミ
の
処
理
が

う
ま
く
い
か
ず
ゴ
ミ
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
ら
…
…

考
え
て
み
た
ら
大
変
で
す
ね
。
相
変
わ
ら
ず
ル
ー
ル
を
無

視
し
た
家
庭
か
ら
の
ゴ
ミ
、
道
路
、
河
川
、
堤
防
な
ど
に

捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
。
今
や
〝
ゴ
ミ
ひ
と
つ
ぐ
ら
い
″
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

清
掃
工
場
は
フ
ル
操
業

水
巻
町
で
は
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ

ミ
の
処
理
は
、
遠
賀
郡
四
町
と
の
共
同

で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
い
っ
た
い
ど
れ

く
ら
い
の
量
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

芦
屋
町
に
あ
る
ゴ
ミ
処
理
施
設
に
持

ち
込
ま
れ
る
ゴ
ミ
の
量
は
、
一
日
に
収

集
車
で
約
四
十
四
台
（
〓
口
当
た
り
の

積
載
量
は
約
一
・
五
ト
ン
）
、
重
さ
で

約
六
十
六
ト
ン
、
一
年
間
で
は
二
万
三

千
三
百
四
十
八
ト
ン
に
も
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
一
家
庭
当
た
り
に
す
る
と
八
百

二
十
七
キ
ロ
に
な
り
、
ゴ
ミ
収
集
車
の

半
分
以
上
に
あ
た
り
ま
す
。

フル操叢のゴミ処理場（芦屋町大暑）

こ
れ
だ
け
の
ゴ
ミ
が
清
掃
工
場
に
お

い
て
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
工
場

の
処
理
能
力
は
一
日
八
時
間
稼
動
で
約

四
十
ト
ン
、
一
日
に
持
ち
込
ま
れ
る
量

が
六
十
六
ト
ン
で
す
か
ら
現
在
十
六
時

間
の
フ
ル
操
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
達
の
ゴ
ミ
を
た
く
ま
し
く
引
き
受

け
て
く
れ
る
処
理
場
も
昭
和
四
十
七
年

に
建
設
さ
れ
、
十
二
年
頑
張
っ
て
い
ま

す
が
焼
却
炉
の
耐
用
年
数
が
十
五
年
と

老
朽
化
が
進
み
焼
却
能
力
が
低
下
し
て

い
ま
す
し
、
何
よ
り
も
大
変
な
こ
と
は

焼
却
後
の
灰
の
捨
て
場
所
が
あ
と
一
年

半
ぐ
ら
い
で
一
杯
に
な
る
こ
と
で
す
。

ゴ
ミ
は
六
〇
％
が
水
分

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
に
は
台
所

か
ち
の
生
ゴ
ミ
を
は
じ
め
、
ゴ
ム
や
塩

化
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
合
成
樹
脂
、
紙
、

布
類
と
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す

こ
れ
ら
ゴ
ミ
質
を
調
べ
て
み
る
と
、
実

に
水
分
が
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
も
占
め
て

い
ま
す
。

六
割
が
水
分
と
い
う
ゴ
ミ
の
水
切
り

を
気
を
付
け
て
す
れ
ば
ど
れ
だ
け
の
節

約
に
な
る
か
、
あ
る
市
の
調
査
に
よ
る

と
、
ポ
リ
袋
に
入
れ
る
前
に
百
グ
ラ
ム

㌦
、
程
度
の
水
分
を
切
る
と
焼
却
す
る
た
め

の
経
費
は
「
一
円
」
安
く
な
る
そ
う
で

す
。
た
っ
た
の
一
円
と
思
い
が
ち
で
す

が
、
遠
賀
郡
四
町
二
万
八
千
世
帯
が
こ

の
ひ
と
ふ
り
、
ひ
と
し
ぼ
り
を
実
行
す

る
と
一
年
間
に
相
当
の
節
約
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
ゴ
ミ
は
金

喰
い
虫
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
お
金

も
す
べ
て
皆
さ
ん
の
負
担
に
よ
る
も
の

で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
が
「
チ

リ
も
積
っ
て
山
と
な
り
」
1
大
き
な

節
約
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

ゴ
ミ
の
再
利
用
で

二
石
三
島
〟

ゴ
ミ
と
言
え
ば
汚
い
も
の
、
臭
い
も

の
な
ど
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
す
ぐ
浮
か

び
ま
す
が
、
全
部
が
全
部
そ
う
で
は
な

い
よ
う
で
す
。
む
し
ろ
ゴ
ミ
の
中
に
は

資
源
と
し
て
利
用
で
き
る
新
聞
紙
や
古

雑
誌
な
ど
の
紙
類
、
空
か
ん
類
、
ビ
ン

類
な
ど
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
源
は
元
は
と
言
え
ば
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
輸
入
に
頼
っ
て
い
る

こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
紙
の

原
料
と
な
る
パ
ル
プ
材
は
全
体
の
六

割
、
鉄
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
に
い
た
っ
て

は
九
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
外
国
か
ら
買

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
〝
輸
入
資

源
″
を
一
回
使
っ
た
き
り
で
捨
て
て
し

ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
話
で
、
ま
さ

に
資
源
の
ム
ダ
遣
い
で
す
。

エ
コ
ミ
の
再
利
用
″
は
資
源
の
有
効

活
動
に
な
る
ほ
か
、
ゴ
ミ
の
量
が
減
っ

て
清
掃
、
処
理
費
用
が
少
な
く
て
す

み
、
同
時
に
環
境
の
美
化
に
も
つ
な
が

る
と
い
う
二
石
三
鳥
″
の
効
率
を
あ

お
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ゴ
ミ
は
「
燃
え
る
も
の
」
、
「
燃
え
篭

い
も
の
」
と
遥
別
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

回
収
ル
ー
ト
叱
の
せ
た
．
い
も
の
で
す
。

（
．

水巻町のゴミの内容（58年度）

焼 え る ゴ ミ 6 ，8 3 7 ｔ

焼 えな い ゴ ミ 1 ，1 5 4 ｔ

粗　 大 ′ゴ　 ミ 2 4 9 ｔ

合　　 計 8 ，2 4 0 ｔ

※清掃工場に持込まれる量の35％が水巻町内の分。
※1日1世帯約2．4ｋｇのゴミを出しています。

清掃工場のゴミの内容（58年度）

焼 え る ゴ ーミ 1 9 ，2 6 1 ｔ

焼 えな いゴ ミ 3 ，2 0 9 ｔ

粗　 大　 ゴ　 ミ
ｌｌ

8 7 8 ｔ

ｌ
合　　 計 2 3 ，3 4 8 ｔ

※ゴミの量は毎年増加している。56年度　20，695ｔ
57年度　22，643ｔ
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安
全
は
あ
な
た
の
交
通
マ
ナ
ー
か
ら

夏

の

交

通

安

全

運

動

・

7

月

2

1

日

～

8

月

2

0

日

梅
雨
が
あ
が
る
と
猛
暑
が
続
き
夏
本
番
。
夏
は
暑
さ
や
行
楽
に
よ
る
疲
労
と
児
童
・
生
徒
の
夏
休
み
が
重

な
り
交
通
事
故
が
多
く
発
生
す
る
季
節
で
す
。
ま
た
、
夏
の
夜
は
涼
を
求
め
て
暴
走
族
が
出
て
き
ま
す
。

我
が
も
の
顔
に
道
路
を
暴
走
し
、
一
般
の
通
行
車
や
通
行
人
を
ま
き
ぞ
え
に
し
て
大
き
な
事
故
を
起
こ

し
ま
す
。
み
ん
な
が
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
交
通
事
故
防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

今
年
に
入
り

町
内
で
2
人
死
亡

県
下
の
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
交
通

事
故
発
生
件
数
は
、
一
万
四
千
十
二
件

（
昨
年
比
七
百
六
十
三
件
滅
）
、
死
者

百
五
十
六
人
（
昨
年
比
二
十
三
人
増
）

と
、
事
故
件
数
で
は
減
っ
た
も
の
の
死

者
で
は
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

町
内
で
は
、
五
十
六
件
（
昨
年
比
三

十
七
件
滅
）
の
事
故
が
起
こ
り
、
死
者

は
二
人
（
昨
年
比
二
人
増
）
と
、
そ
れ

ぞ
れ
交
通
事
故
の
発
生
は
減
っ
た
も
の

の
、
死
者
は
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

二
件
の
死
亡
事
故
は
、
い
ず
れ
も
県

道
水
巻
・
芦
屋
線
で
起
こ
り
、
一
件
は

十
八
歳
の
少
年
が
運
転
す
る
乗
用
車
が

信
号
無
視
を
し
て
七
十
四
歳
の
老
人
を

跳
ね
て
い
ま
す
。
も
う
一
件
は
、
自
転

車
と
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
衝
突
に
よ
り
起
っ

て
い
ま
す
。

歩
行
者
、
特
に
子
供
と

老
人
の
交
通
事
故
防
止

と
び
だ
し
、
車
の
直
前
・
直
後
の
横

断
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
に
、
家
庭
に
お
い
て
交
通
安
全
の

話
し
合
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
子
供
や
老
人
に
は
「
愛
の
一

飲
酒
運
転
の
追
放

若
い
の
で
今
日
は
会
社
の
帰
り
に
、

ち
ょ
っ
と
一
杯
1
あ
な
た
は
車
を
運

転
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
「
飲
ん
だ
ら
乗

ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
、
乗
る

な
ら
飲
ま
せ
な
い
」
の
三
な
い
運
動
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は

あ
な
た
の
〝
命
綱
″

声
」
を
か
け
、
危
険
な
時
は
み
ん
な
で

守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
の
粗
暴
運
転

と
暴
走
族
の
追
放

夏
の
夜
は
涼
を
求
め
、
仲
間
を
集
め

て
ち
ょ
っ
と
ド
ラ
イ
ブ
ー
－
。
調
子
に

乗
っ
て
レ
ー
シ
ン
グ
気
取
り
も
因
っ
た

も
の
。一
般
の
通
行
車
や
通
行
人
を
ま
き
こ

み
大
き
な
事
故
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。暴
走
行
為
を
行
な
う
若
者
は
、
見
物

人
の
ヤ
ジ
で
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
ま
す
。

自
分
の
子
供
に
は
暴
走
を
「
し
な
い
」

「
さ
せ
な
い
」
　
「
見
に
ゆ
か
な
い
」
を

徹
底
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

警察庁の調査によれば、シートベルトの着用により致死

率は着用していない場合の1／9．3になるといわれています。

車に乗る時は必ずシートベルトの着用を心がけましょう。

七
月
は
、
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
〟
月
間
で
す
。
こ
の
運
動
は
、
犯
罪

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
国
民
す
べ
て
が
力
を
合
わ
せ

明
る
い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
保
護
司
の
仕

事
を
ご
存
知
で
す
か
1
9

保
護
司
と
は
、
法
律
を
犯
し
た
人
は

刑
罰
を
受
け
ま
す
。
し
か
し
、
犯
罪
の

償
い
が
終
っ
た
人
が
社
会
復
帰
の
決
意

を
も
っ
て
勤
め
先
を
捜
し
て
も
、
な
か

な
か
見
つ
か
ら
ず
、
再
び
罪
を
犯
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
万
に
温

い
手
を
差
し
の
べ
、
社
会
復
帰
が
出
来

る
よ
う
努
力
し
て
お
る
の
が
保
護
司
で

す
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ご
心
配
な
こ
と
が
あ
る
方
は
保
護
司
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
内
の
保
護
司
の
方

〔
立
屋
敷
〕
　
入
江
克
己

非行を防ぐのは‥‥‥家庭の対話から．／

〔
机
社
宅
〕

〔
頃
　
末
〕

〔
吉
　
田
〕

〔
伊
左
座
〕

〔
樋
　
口
〕

「
．
渚
　
熊
」

〔
高
松
団
地
〕

川
添
定
継

森
田
孝
雄
、
近
藤
静
子

樫
山
熊
市

永
沢
信
夫
、
野
添
晴
也

永
沼
一
事

石
橋
重
子

黒
川
貞
雄

喰
田
ユ
キ
ヱ

防ごう非行
ｔｌ

助けよう立ち直り

ミ社会を明るくする運動月間勺の取り
組みで、町内を啓発される保護司の方



生
活
困
窮
世
帯
に

夏
期
（
越
盆
）
見
舞
金
を
支
給

7

月

3

1

日

ま

で

に

申

込

み

を

心
配
ご
と

法
律
人
権
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▽
対
象
者

①
生
活
保
護
基
準
額
に
1
5
％
増
額
し

た
収
入
以
下
の
世
帯

㊥
月
収
は
家
族
全
員
を
合
算
し
た
も

の
で
、
年
収
を
1
2
分
の
1
し
た
額

▽
受
給
手
続

各
地
区
民
生
委
員
に
7
月
3
1
日
ま

で
に
申
込
み
下
さ
い
。

▽
支
給
方
法

①
民
生
委
員
を
通
じ
て
本
人
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

㊥
支
給
日
は
8
月
1
0
日
の
午
後
で
す

▽
世
帯
の
種
類
別
と
対
象
者
の
収
入

（例）

①
2
0
歳
か
ら
4
0
歳
ま
で
の
夫
婦
で
、

1
2
歳
か
ら
1
4
歳
ま
で
の
子
供
二
人
、

計
四
人
世
帯
の
場
合

2

1

万

3

、

0

0

0

円

以

下

㊥
4
1
歳
以
上
の
夫
婦
で
、
1
5
歳
か
ら

1
7
歳
ま
で
の
子
供
二
人
、
計
四
人
世

帯
の
場
合

2

1

万

4

、

0

0

0

円

以

下

㊥
6
5
歳
以
上
の
夫
婦
の
場
合

1

2

万

4

、

0

0

0

円

以

下

※
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
各
地
区
の

民
生
委
員
、
又
は
役
場
社
会
課
民
生
係

に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

町
教
育
委
員
会
で
は
、
福
岡
県
教
育

委
員
会
か
ら
相
談
員
を
派
遣
し
て
頂
き

次
の
と
お
り
教
育
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
事
で
悩
み
や
不
安
の
あ

る
方
は
、
こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
期
日

第
1
回

第
2
回

第
3
回

。
時
間

。
場
所

昭
和
5
9
年
8
月
1
0
日

昭
和
5
9
年
1
1
月
9
日

昭
和
6
0
年
2
月
8
日

い
ず
れ
も
1
4
時
～
1
6
時

水
巻
町
民
会
館

▽
相
談
内
容

①
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
児
童
・
生

徒
の
し
っ
け
や
親
子
関
係
で
悩
み
を

も
つ
父
母
に
対
す
る
相
談

㊥
児
童
・
生
徒
の
指
導
や
対
人
関
係

な
ど
で
悩
み
を
も
つ
校
長
・
教
員
に

対
す
る
相
談

㊥
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
こ

と
▽
相
談
申
込
み

水
巻
町
教
育
委
員
会
へ
、
氏
名
、

年
令
、
住
所
、
相
談
希
望
日
時
を
次

の
期
日
ま
で
に
申
込
み
下
さ
い
。

。
第
1
回
＝
5
9
年
8
月
2
7
日
ま
で

。
第
2
回
＝
5
9
年
1
0
月
1
9
日
ま
で
　
′

。
第
3
回
＝
6
0
年
1
月
1
8
日
ま
で

（

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽

日

時

　

8

月

7

日

、

8

月

2

1

日

8

月

2

8

日

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
「
日
本
間
」

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

古
文
書
入
門
講
座

受
講
者
を
募
集

地
域
の
歴
史
に
対
す
る
素
養
を
高
め

る
た
め
、
古
文
書
等
歴
史
資
料
の
学
習

会
が
県
立
図
書
館
主
催
で
開
か
れ
ま
す

▽
会
場
　
福
岡
県
立
図
書
館
研
修
室

（
福
岡
市
東
区
箱
崎
一
丁
目
）

▽
受
講
料
　
無
料

▽
申
込
み
先

8
月
5
日
ま
で
に
水
巻
町
教
育
委

員
会
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

家

庭

教

育

学

級

▽
個
時
。
8
月
9
日
（
木
）
　
午
前
1
0
時
～

「
会
議
の
持
ち
方
　
進
め
方
」

。
8
月
1
6
日
（
木
）
　
午
前
1
0
時
～

「
美
し
い
話
し
方
」

▽
場
所
　
水
巻
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー

8
月
1
1
日
（
土
）

金
融
機
関
は
休
み

福
祉
年
金
及
び
児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
支
払
い
は
、
、
八
月

十
三
日
か
ら
支
払
い
ま
す
。

伊左座が全国大会出場
小学生バレーボール大会

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

日
本
一
を
競
う
「
ラ
イ
オ

ン
ズ
カ
ッ
プ
第
四
回
全
日

本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生

大
会
」
の
県
大
会
が
一
日

宗
像
市
民
体
育
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

女
子
は
北
部
九
州
地
区

代
表
の
伊
左
座
が
大
接
戦

の
末
、
北
九
州
地
区
代
表

の
天
積
寺
を
下
し
て
三
年

ぶ
り
二
度
目
の
優
勝
を
飾

り
、
全
国
大
会
へ
出
場
し

ま
す
。全
国
大
会
は
、
八
月
十

四
日
か
ら
東
京
・
駒
沢
体

育
館
で
開
か
れ
ま
す
。
日

本
一
を
目
指
し
、
ガ
ン
バ

レ
伊
左
座
。

（
読
売
新
聞
社
提
供
）

孫
の
小
児
ゼ
ン
ソ
ク
に
セ
イ
タ
カ
ア
ワ

ダ
チ
草
の
花
粉
が
悪
い
と
聞
き
、
こ
の
十

年
間
、
公
園
や
道
路
わ
き
に
茂
っ
て
い
る

ヶ
敵
″
を
根
こ
そ
ぎ
退
治
し
続
け
て
い
る

人
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
人
は
、
樋
口
の
小
嶺
人
志
子
さ
ん

朝
食
前
の
ひ
と
時
、
買
い
物
に
出
か
け
た

セイタカアワダチ革

で　根こそぎ作戦10年
1

樋口の小嶺さん

道
す
が
ら
、
時
に
は
街
灯
の
明
を
た
よ
り

に
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
草
を
見
つ
け
る

と
、
引
っ
こ
抜
い
た
り
、
カ
マ
で
根
元
を
切

る
。
根
こ
そ
ぎ
に
し
て
回
っ
て
い
ま
す
。

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
草
を
見
つ
け
る
と

自
然
に
手
が
動
く
と
い
う
小
嶺
さ
ん
遠
方

に
出
か
け
て
も
、
雑
草
に
見
え
隠
れ
す
る

〝
敵
″
を
見
つ
け
る
と
ヨ
イ
シ
ョ
。
「
健

康
づ
く
り
に
最
高
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
ま

す
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

炎天下に汗を流しながらセイ
タカアワダチ草を引き抜く小

嶺さん（西日本新聞社提供）
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戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
請
求
締
切
り

戦
傷
病
者
の
傷
病
の
状
態
に
よ
り
、

そ
の
妻
に
対
し
特
別
給
付
金
の
支
給
が

法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
次
に
該
当
さ
れ
る
万
の
請

求
が
、
九
月
三
十
日
で
締
切
ら
れ
ま
す

該
当
者
は
、
役
場
社
会
謀
民
生
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
該
当
さ
れ
る
方

昭
和
4
6
年
1
0
月
1
日
発
行
国
債
（
ほ

号
）
の
受
給
権
を
取
得
〔
第
4
款
症
の

傷
病
年
金
又
は
第
5
款
症
の
障
害
年
金

等
受
給
者
の
妻
、
昭
和
4
4
年
援
護
法
改

正
（
第
1
・
2
款
症
の
傷
病
年
金
又
は

第
2
・
3
款
症
の
障
害
年
金
受
給
の

要
）
、
昭
和
4
5
年
援
護
法
改
正
（
第
3

款
症
の
傷
病
年
金
又
は
第
4
款
症
の
障

害
年
金
受
給
の
妾
）
〕
し
、
昭
和
5
6
年

『篇蒜華薫郡
毎　　写真や資料をおよせください　　桑

舎
に
あ
て
机
小
学
校

が
創
設
さ
れ
、
今
年

で
百
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。同
校
で
は
、
百
十

周
年
を
祝
し
て
記
念

誌
「
机
小
学
校
百
十

年
史
」
を
発
行
す
る

こ
と
に
な
ｈ
ノ
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら

明
治
、
大
正
、
昭
和

の
三
代
を
経
て
、
そ

の
間
の
記
録
や
資
料

写
真
が
不
明
と
な
っ

明
治
七
年
四

机
の
民
家
を
仮
．．‥．一、．一一

1
0
月
1
日
現
在
に
お
い
て
傷
病
恩
給
等

受
給
中
の
戦
傷
病
者
の
妻
。

☆
今
回
支
給
国
債

。
戦
傷
妻
特
給
（
継
続
は
号
）

。
増
加
恩
給
、
障
害
年
金
（
1
款
症

以

上

）

…

…

…

…

3

0

万

円

。
傷
病
年
金
、
障
害
年
金
（
2
款
～

5
款
症
）
…
…
…
1
5
万
円

能
力
再
開
発

訓
練
生
募
集

八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
（
職
業
訓

練
校
）
で
は
、
離
転
職
者
な
ど
の
方
を

対
象
に
、
新
た
な
職
業
に
就
く
の
に
必

要
な
技
能
を
習
得
す
る
た
め
の
職
業
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
応
募
要
領
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
1
0
月
期
入
所
生

溶
接
科
（
2
5
名
）
、
電
気
工
事
料

（
3
0
名
）
、
配
管
科
（
2
5
名
）

畠

鬱

轟

智

・

8

曾

畠

Ｙ

畠

Ｙ

・

縄

由

Ｕ

Ｙ

畠

Ｙ

・

8

智

金

轡

昏

あ

り

ｌ

伊

て
い
ま
す
。
皆
様
の
お
手
元
に
あ
る

机
小
学
校
関
係
の
貴
重
な
写
真
や
記

録
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
貸
し
く

だ
さ
い
。

▽
机
小
学
校
関
係
の
昔
の
写
真
や

町
内
の
音
の
写
真

▽
同
窓
会
名
簿
（
特
に
昭
和
1
7
年

以
前
の
も
の
が
不
明
で
す
）

▽
そ
の
他
学
校
に
関
係
あ
る
資
料

※
こ
れ
ら
の
資
料
・
写
真
を
お
持
ち

の
方
は
机
小
学
校
（
含
2
0
1
・

5

4

6

5

か

5

4

6

6

）

に

ご

連

坤伽4秒・棚卸噌伽・嚇・・嗜独・・屯コＰ・噂話詰・切・噌試陣場嵩む噸Ⅸ妙

。
募
集
期
間
　
7
月
2
3
日
～
8
月
2
4
日

▽
1
2
月
期
入
所
生

仕
上
科
（
2
5
名
）
、
板
金
科
（
2
5

名
）
、
製
か
ん
科
（
2
5
名
）

ｅ
募
集
期
間
　
1
0
月
1
日
～
1
1
月
2
日

※
詳
し
く
は
、
公
共
職
業
安
定
所
又

は
八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
（
八
幡

西

区

穴

生

箇

6

4

1

・

4

9

0

6

）

へ
お
聞
合
わ
せ
下
さ
い
。

愛

の

贈

り

物

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
透
り
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

。
お
か
の
台
　
故
篠
崎
キ
ミ
コ
殿

篠
崎
勲
雄
殿

。
お
か
の
台
　
故
吉
本
ユ
リ
子
殿

吉
本
次
利
殿

。
頃
　
　
末
　
故
池
田
　
末
子
殿

池
田
　
弘
殿

。
二
　
　
　
　
故
山
崎
　
常
子
殿

山
崎
通
信
殿

。
古
　
　
賀
　
故
矢
部
あ
き
の
殿

矢
部
秀
男
殿

涼
し
い
み
ん
な
の

学
習
室
を
開
放

町
で
は
、
梅
ノ
木
団
地
に
あ
る
学
習

等
供
用
施
設
（
町
立
第
三
保
育
所
二
階
）

を
夏
休
み
期
間
中
、
学
習
室
に
開
放
し

て
お
り
ま
す
。
冷
房
設
備
を
完
備
し
て

お
り
ま
す
の
で
．
涼
し
い
学
習
室
″
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

絡
く
だ
さ
い
。

！

申

昏

魯

昏

8

8

6

亀

も

▽
使
用
期
間

▽
休
館
日

▽
使
用
対
象

▽
使
用
料

7
月
2
3
日
～
8
月
3
1
日

8
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

日
曜
日
及
び
8
月
1
3
日

か
ら
8
月
1
5
日
ま
で

小
学
生
か
ら
大
学
生

無
料

競技前の手の運動

珠算競技大会の結果
娘
技
大
会
結
果

▽
個
人
の
部
（
小
四
年
以
下
）

（
金
賞
）
重
野
美
由
紀
、
森
雅

美
、
字
野
沢
亮
、
石
山
美
紀
、

橋
本
由
番
利
、
恒
広
恵
里
、
佐

藤
優
子
、
副
田
大
介

▽
個
人
の
部
（
小
五
年
生
）

一
位
＝
山
田
要
　
二
位
＝
成
重

扶
美
　
三
位
＝
柴
田
智
者

▽
個
人
の
部
（
小
六
年
生
）

一
位
＝
山
本
噸
　
二
位
＝
貿
屋

憲
司
　
三
位
＝
井
上
由
美
子

▽
個
人
の
部
（
中
学
生
）

二
位
＝
早
川
千
香
子
　
二
位
＝

吹
田
延
夫
　
三
位
＝
坂
本
香
織

▽
団
体
の
部

。
四
年
＝
①
吉
田
一
㊥
二
町
住
Ａ

㊥
吉
田
団
地
Ａ

。
五
年
＝
①
猪
熊
Ａ
　
㊥
お
か
の
台

㊥
吉
田
一

。
六
年
＝
①
吉
田
団
地
Ａ
　
㊥
吉
田
団

地
Ｂ
　
⑧
樋
口

。
中
学
＝
㊥
猪
熊
Ａ
　
㊥
猪
熊
Ｂ

㊥
吉
田
団
地

▽
リ
レ
ー
競
技

①
猪
熊
　
㊥
吉
田
二
　
⑨
吉
田
団
地

▽
地
区
総
合

①
猪
熊
　
㊥
吉
田
団
地
　
㊥
吉
田
二

▽
読
上
算
の
部

小
学
生
＝
①
山
本
唄
　
㊥
宇
野
沢
亮

㊥
加
茂
さ
と
み
．

中
学
生
＝
①
早
川
千
香
子
　
㊥
坂
本
香

織
　
㊥
宿
里
厚
介

▽
読
上
暗
算
の
部

小
学
生
＝
①
字
野
沢
亮
　
㊥
加
茂
さ
と

み
　
㊥
賀
屋
憲
司

中
学
生
＝
①
早
川
千
番
子
　
㊥
吹
田
延

夫
　
㊥
福
久
一
男

町道宮尾・片山線

車両通行止です．〝
∵吉田宮尾の筑豊本線沿い「町道宮尾・片山線」は、

山の落石防止工事を行ないますので、次の期間全面

通行止めとなります。ご協力をお願いします。

Ｄ通行止め期間　　7月21日から8月31日まで

ゴ．．て1．
：：：二罰

契 ．．．・筑等 等 一線ｉ 。 ．， ・・1－・範 勲．堅甲 ’‘‘‘叫 ‘‘’り”
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ゴ

キ

ブ

リ

駆

除

は

侵

入

口

も

酬…Ⅲ…ｌｌ

母
子
手
帳
の
交
付

▽
。
時
招
2
0
6
…
｝
午
前
躍

▽
場
所
　
役
場
酉
別
館

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、

母
子
手
帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の

説
明
、
個
人
相
談

※
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
1
0

日
以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

㊥
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

㊥
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ

い
。

－
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
8
月
3
日
（
金
）

午
後
1
時
～
午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

※
4
カ
月
児
（
5
9
年
3
月
9
日
か
ら

5
9
年
4
月
5
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て

ハ
ガ
キ
で
個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
の
届
い
た
人
は
、
そ
れ
に
記
入

の
う
え
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
本

人
の
気
に
入
っ
た
オ
モ
チ
ャ
を
一
つ
持

参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
転

入
等
で
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
な
い
方
は
、

衛
生
係
へ
連
絡
し
当
日
お
い
で
下
さ
い

7
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
8
月
7
日
（
火
）

午
後
1
時
～
午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
対
象
児
　
7
カ
月
児
か
ら
8
カ
月
児

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
運
動
発
達
観
察

そ
の
他
個
人
相
談

※
母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人

の
気
に
入
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
一
つ
持

参
く
だ
さ
い
。

1
歳
6
カ
月
児
健
康
相
談

▽
。
時
最
2
0
6
…
｝
午
措
㌍
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
対
象
児
　
1
歳
6
カ
月
～

1
歳
8
カ
月
児

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
個
人
相
談

※
受
診
者
に
は
、
歯
科
検
診
無
料
券

を
発
行
い
た
し
ま
す
。

地
区
別
健
康
相
談

▽
日
時
と
場
所

☆
8
月
7
日
（
火
）
　
1
0
時
～
1
1
時

「
立
屋
敷
公
民
館
」

☆
8
月
2
3
日
（
木
）
　
1
0
時
～
1
1
時

「
み
ず
ほ
団
地
公
民
館
」

▽
健
康
相
談
の
内
容

検
尿
、
血
圧
測
定
、
塩
分
テ
ス
ト

（
朝
作
っ
た
．
み
そ
汁
″
を
少
々
持

参
く
だ
さ
い
）
、
検
診
結
果
の
説
明
一

※
健
康
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

（

成
人
病
検
診

▽
日
時
　
8
月
2
5
日
（
土
）

午
前
9
時
～
午
前
1
1
時

▽
場
所
　
古
賀
公
民
館

▽
内
容
　
二
般
検
診
＝
検
尿
、
血
圧

測
定
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
医
師

の
診
察
　
。
精
密
検
査
＝
血
液

検
査
、
心
電
図
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
検
査
、
血
糖
検
査

▽
料
金
一
般
検
査
　
無
料

精
密
検
査
　
5
百
円

▽
申
込
み
方
法

昨
年
受
診
さ
れ
た
方
は
、
電
話
で

の
予
約
も
よ
ろ
し
い
で
す
。
始
め
て

受
診
さ
れ
る
方
は
、
役
場
衛
生
係
で

問
診
票
を
取
り
ま
す
の
で
、
お
い
で

く
だ
さ
い
。

ゴ
キ
ブ
リ
は
、
台
所
や
風
呂
場
の
周
辺

物
置
、
ベ
ラ
ン
ダ
等
に
多
数
生
息
し
、
行

動
範
囲
が
広
く
下
水
溝
、
排
水
溝
、
マ
ン

ホ
ー
ル
等
を
伝
っ
て
侵
入
し
ま
す
。

防
除
の
際
生
息
場
所
ば
か
り
で
な
く
こ

れ
ら
の
侵
入
口
も
防
除
し
て
下
さ
い
。
自

然
環
境
下
で
は
、
成
熟
す
る
の
に
一
年
半

以
上
を
要
す
る
の
で
完
全
に
駆
除
す
れ
ば

長
期
間
再
発
を
防
止
で
き
ま
す
。

「‘””‾‾‘””‾‾〝〝’‾‾′’”’‾‾‘”‘′‾‾”…‾題””’‾‾””’‾‾′”‘

ｌ

盆休み中

休日急病センター開院
下二の休日急病センター（晋201・9999）は、

盆休み期間中次のとおり開院します。

☆開院日時　8月14日、15日

午前9時一午後5時

☆診療科目　内科、外科のみ

日1 曜 事　　 業　　 名 時　　　 間 場　　 所 保　 健　 所　 業　 務

1 水 妊婦検診 13 ：00～ 14 ：0 0

3 傘 ■4 ヵ月 児健 康相談 13 ：0 0～ 13 ：30 西　 別　 館

6 月
母　子　 手　帳　 交 付
1 才 6　ヵ月児 健 診 ・

10
13
00
00－ 14 ：00

西　 別　 館

7 火
健　　 康　　 相　　 談 10 00－11 ：00 立屋敷公民館 乳児検診 13 ：0 0～14 ：00
7　 ヵ　月　 児　健　 診 13 00～・13 ：30 西　 別　 館

8 水 妊婦検診 13 ：0 0～14 ：00

14 火 乳児検診 13 ：0 0～14 ：00

15 水 妊婦検 診 13 ：00～14 ：00

17 金 乳 幼 児 療 育 訓 練 13 ：30～ 15 ：00 遠 賀 保 健 所

20 月
・母て・子　 手 帳　 交　 付
1 才 6　ヵ月 児健 診

10 ：0 0
13 ：00－ 14 ：00 西　 別　 館

21 火 乳児検 診 13 ：00～14 ：00

22 水 妊婦検診 13 ：00－14 ：00

23 木 健　 康　 相　 談 10 ：00～1 1 ：00 みずほ団地公民館

25 土 成　 人　 病　 検　 診 9 ：00～1 1 ：00 古 賀 公 民 館

26 ・日 空 かん ・空 きぴん回収運動実施

28 火 乳児検診 13 ：00～14 ：00

29 水 妊婦検診 13 ：00－14 ：0 0

30 木 乳　 幼　 児　 健　 診 14 ：00～ 15 ：0 0 遠 賀 保 健 所

8
月
の
保
健
ご
よ
み

（
．
、
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8月のし尿汲取予定日
1日　頃宋（1、2、3、4、7、10区）、猪熊
10区

2日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、吉田

三（垣添町住）、猪熊2区

3日　頃末（22、23区）、吉田二6区、吉田三5

区、猪熊10区

4日　頃宋（22、24区）、吉田二（1、2区）、

吉田三（2、5、6区）、猪熊3区、15日

まわり（環境整備）

6日　吉田三（1、2、3、5、6、11区）、15
日まわり（太洋社）、猪熊（2、4、5区）

7日　吉田三（緑風園）、新生街（山ノロ団地）、

頃宋（15、25区）、猪熊（2、3、10区）
8日　頃末（5、15、17、18、19、20、21、松栄

荘）
9日　頃宋（9、10、12、18、20、21区、みずま

き苑、松栄荘）、美吉野、下二、伊左座、

立屋敷

10日・吉田一（4、5、6、7、8、9区、吉田

工場団地）、下二、二、吉田二（1、8区、

川端通り、本村）、頃末6区、美吉野

11日　富田二（3、5、6、13、14、15、16区）、
二、頃末（11、14区）、美吉野

13日　吉田二（3、5、6、7、8、9区、イワ

ゼ町住）、吉田－3区（月夜待）、机社宅、

立屋敷、古賀、新生街

措〉盆休み
柑日　下二町住、二町住、吉田一（商店街）、吉

田享（車返し）、古賀、机
17日　吉田団地（37－43、46～52棟）、二町住、

古賀、机

柑日　吉田団地（19～22、27～36、44、45、53～

57、師、94～101棟）、樋口（中井樋口、卯月）
20日　吉田団地（1～6、8～10、12、16～18、
23－26、60～65、83－85、102－104、109～

113棟）、猪熊町住、15日まわり（環境整備）

21日　吉田団地（7、11－15、66－73、75～82、

87～93、105、108棟）、古賀県住

22日　吉田団地分譲、下二（1、2、3区）、15

日まわり（太洋社）、樋口

23日　二（1、2区、野間町住）、苫田二（本村）

24日　二、伊左座「猪熊（4、8、9区）

25日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下二
（4、10区、双葉荘）、猪熊、樋口

27日　下二（5、6、7区）、樋口（赤水、川端

通り）

28日　みずほ団地

29日　みずほ団地

31日　猪熊（4区一部）、樋口（7、8区）

－お　願　い－

汲取口の近くには、犬をつながないで下さい。
犬が噛みつく事故がおこっています。

′
ｔ
，
ｔ
．
°
＿
‘
「

かわの　ひろゆき

河野　広幸くん
昭和58年8月11日生

（芸智宍）さんの朋
早いもので、もうすぐ1歳。

いたずらが激しくて毎日バラバ

ラのしどうし。ワンバクでも、

ケガや病気だけはしませんよ

うに。

（二・923の5）

たなか　けいいち

田中　啓一くん

昭和58年8月11日生

（恵章子）さんの長男

好奇心おう盛、元気いっぱい
家の中は僕のアスレチック。毎

日お母さんと追いかけっこ。
ケガを、しないように遊んで
ね。

（吉田団地21棟）

看
護
婦
の
資
格
を

お
持
ち
の
方
へ
／

県
及
び
看
護
協
会
で
は
、
家
庭
に
あ

る
未
就
業
看
護
婦
等
の
就
業
の
促
進
を

は
か
る
た
め
講
習
会
を
行
な
い
ま
す
。

保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
、
准
看

護
婦
の
資
格
を
お
持
ち
で
、
こ
の
講
習

会
を
受
講
さ
れ
た
い
万
は
、
遠
賀
保
健

所

（

晋

2

0

1

・

4

1

6

1

）

又

は

看

護

協

会

（

⑪

0

9

2

・

7

1

4

・

5

2

0
3
）
　
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
看
護
協
会
で
は
県
の
委
託
に

よ
り
、
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
事
業
を
行
な
う

と
と
も
に
、
無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設

し
て
、
就
業
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
受
講
し
な
い
万
で
も
是
非
登
録
さ
れ

る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

▽
講
習
会
日
時
　
8
月
2
0
Ｒ
Ｔ
ｒ
3
1
日

▽
申
込
み
期
限
　
8
月
1
0
日
ま
で

を捨てないで！／

従来から、一般家庭において使用される乾電池は

一般廃棄物として処理されています。しかし将来乾

電池の使用量の増大に伴って、これらの乾電池が廃

棄された場合、乾電池に含まれる水銀による環境汚

染の問題が懸念されます。

今度、日本電池・器具工業会からカメラ小売店、

電気店等にボタン型電池の回収箱を置くことになり

ました。カメラ・電卓に使用した用済のボタン型電

池については、ゴミ箱に捨てないで購入先のお店か、

回収箱に返してください。

ご
み
箱
に
は
捨
て
な
い
で

†この箱に

入れてね‥′

〔回収箱設置店舗〕

○マルヨシ時計店（頃末）

○野口電器店（頃未）

○向井電器店（吉田）

○パパデンキ店（下二）

○ニッタン商事（頃末丸

の内店と猪熊店を除く）

○水巻アピロス（古賀）



水
巻
昔
ば
な
、
し

石
　
炭
　
物
　
語
　
薗

掘

　

子

　

哀

え

ぶ

ｂ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

ぴ

に

ん

は

り

こ

机
に
は
昔
か
ら
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
旅
人
掘
子
の
哀

話
が
あ
る
。
い
ま
は
二
、
三
の
古
老
が
知
っ
て
い
る
の
み

で
あ
る
が
、
筆
者
は
音
こ
れ
を
父
親
か
ら
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
。
筆
者
の
父
親
は
明
治
十
二
年
の
生
れ
で
、
そ
の
父

親
が
子
供
の
と
き
に
閏
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
多

分
、
江
戸
末
期
の
話
で
は
な
い
か
と
思
う
。

な
お
物
語
に
で
て
く
る
主
人
公
の
唐
十
は
実
名
で
あ
る

が
、
そ
れ
以
外
は
筆
者
が
つ
け
た
の
で
あ
る
。
ま
た
当
時

の
時
代
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
多
少
脚
色
を

し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
前
も
っ
て
断
っ
て
お
く
。

唐
十
は
、
机
村
の
焚
石
丁
場
（
炭
坑
）
に
き
て
す
で
に

半
年
近
く
に
な
る
が
、
だ
れ
が
尋
ね
て
も
伊
予
国
か
ら
き

た
と
い
う
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
は
な
に
も
い
わ
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
話
を
す
る
と
自
分
が
昔
の
悪
夢
を
思
い
出
す
ば
か

り
で
な
く
、
相
手
に
今
ま
で
の
出
来
事
を
理
解
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
か
ら
で
、
尋
ね
ら
れ
て
も
唐
十
は
い
つ
も
笑

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
こ
で
働
く
人
は

な
ま

諸
国
か
ら
流
れ
て
き
た
人
が
多
く
、
そ
れ
は
お
国
誹
り
に

よ
っ
て
判
明
す
る
が
、
も
と
は
と
い
え
ば
み
な
同
じ
百
姓

で
、
そ
れ
が
貧
乏
の
す
え
夜
逃
げ
同
様
に
し
て
村
を
離
れ
、

こ
こ
に
住
み
つ
い
た
の
で
あ
る
。

「
お
れ
と
同
じ
境
遇
の
人
が
、
世
の
中
に
は
多
勢
い
る

ん
だ
な
あ
、
そ
れ
に
し
て
も
不
仕
合
わ
せ
で
あ
る
こ
れ
ら

の
人
が
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
明
る
い
の
で
あ
ろ
う
か
」

そ
れ
以
後
、
唐
十
は
つ
と
め
て
朗
ら
か
に
ふ
る
舞
う
こ

と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

唐
十
は
、
毎
朝
四
時
に
起
き
て
坑
内
の
排
水
作
業
か
ら

ｌ

さ

ｈ

ソ

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

け

始
め
る
。
切
羽
（
採
炭
現
場
）
に
潜
っ
た
水
を
桶
で
何
十

回
と
坑
外
へ
汲
み
あ
げ
る
の
で
あ
る
か
ら
大
変
で
あ
る
。

さ
き
や
ま

そ
れ
が
終
る
と
朝
め
し
の
あ
と
休
む
間
も
な
く
、
先
山
（

採
炭
夫
）
の
掘
っ
た
炭
を
切
羽
か
ら
運
び
出
す
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
夜
の
八
時
ご
ろ
ま
で
つ
づ
い
た
。
そ
の
あ
と

唐
十
は
近
く
の
飯
場
で
夕
食
を
と
る
が
、
田
舎
か
ら
出
て

き
た
唐
十
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
と
き
が
一
番
う
れ
し
か

っ
た
。
そ
れ
は
粟
と
そ
ば
が
常
食
で
あ
っ
た
伊
予
の
山
の

な
か
に
比
べ
て
、
こ
こ
で
は
麦
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
は

い
え
、
お
米
の
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
で
、
唐
十
に
し

て
み
れ
ば
毎
日
が
伊
予
の
正
月
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

へ
ナ
ン
パ
押
し
や
る
は
仏
の
暮
し
よ

ま
ま

米
の
飯
く
う
て
線
番
た
く

線
香
一
本
が
四
〇
分
、
何
本
た
く
か
に
よ
っ
て
賃
金
が

）

支
払
わ
れ
る
ナ
ン
パ
押
し
の
唄
を
聞
い
て
、
唐
十
は
ま
っ

た
く
そ
う
だ
と
思
っ
た
。

食
事
が
す
む
と
掘
子
た
ち
は
七
輪
を
囲
ん
で
身
の
う
え

話
を
す
る
者
、
お
国
自
慢
を
す
る
者
、
話
は
毎
晩
の
よ
う

に
つ
づ
い
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
若
い
唐

十
は
飯
場
の
片
す
み
で
こ
れ
を
聞
き
な
が
ら
、
昼
間
の
つ

か
れ
で
そ
の
ま
ま
夢
路
を
た
ど
る
の
が
つ
串
で
あ
っ
た
。
．
ｔ

ま
ぷ

こ
豆
の
間
歩
は
、
約
一
五
間
（
二
七
メ
ー
ト
ル
）
の
斜

ｈ
ｌ

坑
か
ら
な
っ
て
、
そ
の
奥
に
数
本
の
切
羽
の
あ
る
当
時
と

し
て
は
近
郊
で
知
ら
れ
た
焚
石
丁
場
で
あ
っ
た
。
坑
口
の

高
さ
は
五
尺
（
一
・
六
メ
ー
ト
ル
）
、
切
羽
は
二
・
五
尺

（
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
）
、
唐
十
は
、
そ
の
一
つ
の
切
羽
の

あ
と
や
ま

な
か
で
後
山
（
運
搬
夫
）
と
し
て
働
い
て
い
た
。
仕
事
は

先
山
の
掘
っ
た
炭
を
切
羽
の
入
口
ま
で
ス
ラ
で
運
び
、
こ

こ
で
斜
坑
を
お
り
て
き
た
炭
車
に
炭
を
積
み
か
え
る
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
先
き
は
坑
外
の
ナ
ン
パ
が
廻
っ
て
炭

は
ひ
き
あ
げ
ら
れ
て
、
さ
ら
に
荷
車
で
曲
川
の
船
積
場
へ

運
ば
れ
て
い
っ
た
。

あ
る
日
の
こ
と
、
棟
領
（
丁
場
の
責
任
者
）
の
半
六
爺

さ
ん
が
素
直
そ
う
な
可
愛
い
娘
を
連
れ
て
き
た
。
名
は
お

り
ん
、
年
は
十
六
、
七
で
爺
さ
ん
の
話
に
よ
れ
ば
博
多
の

街
か
ら
逃
げ
て
き
た
と
い
う
。

翌
日
か
ら
お
り
ん
は
、
唐
十
の
隣
の
切
羽
で
後
山
と
し

て
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
の
先
山
は
半
六
爺
さ
ん
の

身
内
と
か
で
、
な
ん
で
も
永
年
の
不
作
つ
づ
き
で
年
貢
が

と
ど
こ
お
り
、
こ
こ
で
働
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

唐
十
と
お
り
ん
は
後
山
で
若
い
者
同
志
の
親
し
さ
、
十
日

も
す
る
と
な
れ
な
い
お
り
ん
の
仕
事
を
唐
十
が
手
伝
う
ま

で
に
な
っ
た
。
そ
の
う
え
二
人
の
仲
を
さ
ら
に
接
近
さ
せ

た
の
は
、
お
り
ん
の
先
山
が
な
れ
な
い
仕
事
の
た
め
病
気

に
な
り
、
そ
の
あ
と
を
半
六
爺
さ
ん
が
唐
十
に
や
ら
せ
た

こ
と
で
あ
る
。

初
め
の
う
ち
は
二
人
と
も
能
率
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
が
、

な
れ
て
く
る
と
採
炭
は
順
調
に
の
ぴ
、
今
で
は
一
人
前
の

先
山
と
後
山
に
な
っ
て
仕
事
の
呼
吸
も
合
う
ま
で
に
な
っ

た
。そ
う
し
た
あ
る
日
、
封
り
ん
は
自
分
の
過
去
を
唐
十
へ

話
す
こ
と
に
し
た
。

Ｌ
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く
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